
２１世紀社会デザイン研究科 

公開講演会のご案内 
成年後見制度の社会デザイン 

～埼玉県飯能市の市民後見と地域連携ネットワークから考える 
＜日 時＞ 2017 年 8月 6日（日）13:30～16:30（13時から受け付け開始） 

＜場 所＞ 立教大学池袋キャンパス 太刀川記念館 3階多目的ホール 
     住所：東京都豊島区西池袋３－３４－１  アクセス http://www.rikkyo.ac.jp/access/ikebukuro/ 

             ＜ 受講無料・申し込み不要・当日先着定員 100 名 ＞ 

認知症高齢者は現在 520 万人と推計され，団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年には 700 万人（高齢者 5 人に１

人），これに軽度の認知症を加えると 1,400 万人（高齢者の 3 人に 1 人）と予測され，それらの方々を支える成年後見の

地域における体制や運営の在り方が問われている。 

埼玉県飯能市では 2011 年度より「市民後見人の育成」が行われ，その仕組みは，社会福祉協議会が法人後見を受任し

て本人の財産管理を行い，市民（後見支援員）が社会福祉協議会にパート職員として参加して身上監護を担当するという

他に無いユニークな市民後見として評価されている。 

そこで本シンポジウムでは，飯能市市民後見制度検討委員会委員長である高橋弘氏の基調講演に続いて，飯能市の市民

後見に関する現場のドキュメンタリー映像を上映後，飯能市における市民後見の取り組みを事例として，認知症高齢者や

知的障がい者，精神障がい者の方々を支える市民後見による意思決定支援，権利擁護支援のための地域連携ネットワーク

の在り方について討論する。 

【基調講演】 講師：高橋 弘   けやき野司法書士法人経営責任者 

       演題：「成年後見制度の現在と未来 〜市民後見の新たなかたちと地域連携ネットワークの視点から〜」 

【パネルディスカッション】（順不同・敬称略） 

高橋 弘   同上 

新井洋一郎 飯能市政策推進統括監 

本村  洋   飯能市社会福祉協議会主幹 

浅見 節雄 飯能市市民後見人（後見支援員） 

水島 俊彦 法テラス八戸法律事務所弁護士・立教大学社会デザイン研究所研究員 

櫻井 幸男 立教大学社会デザイン研究所研究員 

＜コーディネーター＞ 長坂 俊成 立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科・社会学部教授 
 
＜講師略歴＞ 
高橋 弘：1956 年東京都生まれ。飯能市在住。コマツ海外事業本部を経て，けやき野司法書士法人経営責任者。司法書 

士（埼玉司法書士会）。日本成年後見法学会常任理事，国際交流委員会委員長として成年後見法国際会議に参加 
するほか，2010 年横浜で開催された第 1 回成年後見法世界会議事務局長を務める。雑誌『実践成年後見』編 
集委員，飯能市市民後見推進審議会会長，飯能市社会福祉協議会理事・法人後見運営委員会委員長。  

 
新井洋一郎：1967 年埼玉県生まれ。飯能市在住。1991 年飯能市役所に入庁し，老人福祉，生活保護，市立病院改革，

財政，人事，企画などの業務を経て，現在政策推進統括監として在職中。2005 年から 2006 年まで厚生労
働省に出向。2011 年に飯能市で市民後見に関する取組をスタートさせたときに地域福祉課長として携わる。 

 
本村  洋：大学卒業後，県内金融機関に就職するも，金融機関再編の波にのまれ事業譲渡される。その折，縁あって２０ 

０１年 4 月に飯能市社会福祉協議会に就職。現在に至る。 
 
浅見 節雄：飯能市民生委員を歴任。現在，飯能市社会福祉協議会が法人受任する成年後見事案において身上監護を担当

する飯能市市民後見人（後見支援員）に任命される。 
 
水島 俊彦：2007 年司法試験合格。2010 年～2013 年法テラス佐渡法律事務所に勤務し，司法ソーシャルワークを実

践する。その後，英国エセックス大学客員研究員として 1 年間留学し，英国の意思決定支援関連実務を学ぶ。
南豪州において支援付き意思決定支援モデルのトレーニングを受け，現在は「意思決定支援」のわが国導入
を推進中。日弁連高齢者・障害者権利支援センター委員・障害者権利条約パラレルレポート作成 PT 委員。 

 
櫻井 幸男：1980 年より大手海運会社勤務。2017 年 3 月立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科博士課程前期課

程修了（社会デザイン学修士）。日本大学大学院法学研究科研究生。2016 年 4 月より立教大学社会デザイ
ン研究所研究員として，長坂教授，水島研究員とともに「成年後見制度と意思決定支援」研究会を運営。社
会デザイン学会，日本成年後見法学会（制度改正研究委員会委員・国際交流委員会委員）。  

 

主  催  立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科，立教大学社会デザイン研究所 

共    催 立教大学社会デザイン研究所成年後見制度意思決定支援研究会 

協    力 飯能市（予定），飯能市社会福祉協議会（予定） 

対 象 本学学生・院生，教職員，校友，自治体関係者，社会福祉関係者，一般市民 

問 合 せ 先 立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科委員長室  

TEL 03-3985-2181（月～木）11:00～18:00 MAIL 21c-sd-kenkyuka@rikkyo.ac.jp 
  


